
貸　借　対　照　表
（2023年３月31日現在）

新明和商事株式会社 （単位：千円）
金　額 金　額

11,335,004 9,289,401
現 金 及 び 預 金 381,091 289,498
売 掛 金 175,623 8,826,955
リ ー ス 投 資 資 産 104,742 32,520
商 品 及 び 製 品 13,500 111,941
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 236 9,339
前 払 費 用 3,188 7,910
未 収 入 金 10,656,186 1,440
そ の 他 の 流 動 資 産 435 9,796
貸 倒 引 当 金 0 204,044

100,895
1,415,356 56,216
1,175,399 46,933

建 物 733,453
構 築 物 52,625
機 械 装 置 5,031 9,493,446
車 両 運 搬 具 6,447
工 具 器 具 備 品 8,240 3,256,914
土 地 374,842 90,000
リ ー ス 資 産 0 2,500,006
建 設 仮 勘 定 3,000 1,250,006

18,019 1,250,000
ソ フ ト ウ ェ ア 17,088 666,908
その他の無形固定資産 930 22,500

221,937 644,408
投 資 有 価 証 券 200 別 途 積 立 金 165,000
関 係 会 社 株 式 9,800 繰 越 利 益 剰 余 金 479,408
長 期 前 払 費 用 31,835
前 払 年 金 費 用 111,101
繰 延 税 金 資 産 67,828
そ の 他 の 投 資 等 1,172

3,256,914
12,750,361 12,750,361

(注) 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

科 目
（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

科 目

流 動 負 債流 動 資 産

契 約 負 債
未 払 費 用

預 り 金

買 掛 金
未 払 金

退 職 給 付 引 当 金

建 物 修 繕 引 当 金
固 定 負 債

リ ー ス 債 務

役 員 賞 与 引 当 金

未 払 法 人 税 等

無 形 固 定 資 産 そ の 他 資 本 剰 余 金

そ の 他 の 固 定 負 債

資 本 剰 余 金

（ 純 資 産 の 部 ）
株 主 資 本

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

負 債 合 計

資 本 金

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金

投 資 そ の 他 の 資 産

純 資 産 合 計
資 産 合 計 負 債 純 資 産 合 計

そ の 他 利 益 剰 余 金



個　別　注　記　表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

  １．資産の評価基準及び評価方法

  （１）有価証券

　　　　子会社株式及び関連会社株式・・・移動平均法に基づく原価法

　　　　その他有価証券

　　　　　市場価格のない株式等以外のもの・・・時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売上原価は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移動平均法により算定)

　　　　　市場価格のない株式等・・・移動平均法に基づく原価法

  （２）棚卸資産　　・・・最終仕入原価法に基づく原価法

  ２．固定資産の減価償却の方法

　（１）有形固定資産（リース資産を除く）・・・定率法

　　　　　　　　　　　　　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準に

　　　　　　　　　　　　　よっております。

　（２）無形固定資産（リース資産を除く）・・・定額法

　　　　　　　　　　　　　なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

　　　　　　　　　　　　　ただし、自社利用のソフトウェアについては社内における見込利用可能期間（おおむね

　　　　　　　　　　　　　５年）に基づく定額法によっております。

　（３）リース資産・・・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用

　　　　　　　　　　　　年数とし、残存価額を１円とする定額法

  ３．引当金の計上基準

　（１）貸倒引当金

　　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

　　　　については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

　（２）役員賞与引当金

　　　　役員賞与の支出に備えるため、当事業年度における支給見込額を計上しております。

　（３）退職給付引当金

　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上

　　　　しております。

　　　　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(13年)による定額法により

　　　　費用処理しております。

　　　　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(13年)に

　　　　よる定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

　（４）建物修繕引当金

　　　　賃貸用の建物及び附属設備の修繕に充てるため、将来の特定の費用又は損失を見積もり、当期負担額を計上

　　　　しております。

（貸借対照表に関する注記）

　１．有形固定資産に対する減価償却累計額　　　　　1,197,302千円

　２．有形固定資産に対する減損損失累計額

　　　　減損損失累計額は、減価償却累計額に含めております。

　３．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（関係会社預け金を除く）

　　　　短期金銭債権　　　　　　　　　　　　　　 10,802,138千円

　  　　短期金銭債務　　　　　　　　　　　　　　　　198,089千円


